
1. 背景 1 

筑波大学周辺ではカラスの群れによる騒音被害が 2 

確認されている。特に朝夕の被害が著しく、春日4丁 3 

目在住の班員Nさんはひどく腹を立てていた。 4 

 5 

2.研究の流れ 6 

そもそもカラスはどのような生態をしているのか、 7 

また、実態として筑波大学周辺では実際に騒音被害8 

と呼べるほどのカラスの鳴き声を確認することがで9 

きるのかを調べる。その後、調査としてカラスの数や10 

鳴き声を計測し、数値データを分析することによっ11 

て解決策を模索する。 12 

 13 

2. 研究対象場所 14 

予備調査として、筑波大学周辺の森を散策し、カラ15 

スの多い場所を探した。結果、筑波大学周辺のカラス16 

のほとんどはカスミ筑波大学店前の電線に集まり、17 

春日 4 丁目の森に入っていったことから、この春日18 

4丁目の森を研究対象場所とした。 19 

 20 

4.カラスの生態 21 

4-1 カラスの種類 22 

日本に生息するカラスは主にハシブトガラスとハ23 

シボソガラスの２種類である。これらは見た目や鳴24 

き声が異なっており、ハシブトの方が体や嘴が大き25 

く「カアカア」と鳴くのに対し、ハシボソは小さく「ガ26 

ーガー」と鳴く。 27 

4-2 塒（ねぐら）と巣 28 

カラスはねぐらと巣を季節によって使い分ける。29 

子育ての時期は巣で過ごしヒナを育てるが、それ以30 

外の時期は夜をねぐらの中で集団で過ごす。 31 

4-3 カラスの一日 32 

カラスは日の出前にねぐらを出ると日中は違う場33 

所で活動し、日没前にねぐらの近くで一度集合して34 

から一斉にねぐらに入って寝る。このねぐらに入る35 

前に一度集まる行為を「帰塒前集合」といい、この時36 

カラスは高いところからねぐらの安全を確認してい37 

る。これによりカラスが大量に集まることで大きな38 

騒音や糞害が引き起こされてしまう。 39 

4-4 カラスが集まる理由 40 

カラスが集まるのには、眠るため・体温調節や情報41 

交換をするため・外敵から身を守るため・つがいを見42 

つける機会を増やすため…などの理由がある。これ43 

より、集まることはカラスの日常において欠かせな44 

いことだということが分かる。 45 

4-5 生態について調べてわかったこと 46 

朝方と夕方にカラスの鳴き声がうるさいことと、47 

夕方になると近くの鉄塔と電線に大量のカラスがと48 

まっていることから、私たちは「春日 4 丁目の森は49 

カラスのねぐらになっているのではないか」という50 

仮説にたどり着いた。 51 

 52 

5.対策事例 53 

 対策事例として、カラスの天敵の置物や剣山、光や54 

超音波を利用するなどの、忌避剤・忌避材を用いた対55 

策や、カラスの合図を利用した対策がある。しかし、56 

カラス被害の軽減方法があるが、ねぐらの移動に対57 

する直接的な対策は見つからなかった。 58 

カラハラ。 
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 1 

6.調査①（実地） 2 

6-1 羽数の計測 3 

 下図の赤線部が示す電線上にいたカラスの羽数を4 

実際に計測した。 5 

 6 

 7 

◼ この調査を通して、計測開始からしばらくは羽8 

数に大きな変動が見られなかったが、16：30ご9 

ろに羽数が一気に増えたこと、そしてその勢い10 

のまま17：00ごろまで増加し続けたが、日没と11 

ともに羽数が一気に減っていったことが分かっ12 

た。 13 

6-2 騒音の計測 14 

 騒音の程度を実際に騒音計で測定した。計測は2地15 

点で行い、帰塒前集合がみられる鉄塔下と、ねぐらの16 

真横にある春日4丁目のファミリーマートだ。 17 

 18 

 19 

この調査では各地点で最もうるさかった時間帯と20 

その時のdB数を知ることができた。 21 

dB 数の基準としては、60dB 以上で環境基準により22 

騒音と認められる数値である。 23 

鉄塔下では 16:20~16:30 が最もうるさく、最大で24 

68dBを観測した。ここでは前の調査で分かった羽数25 

との相関がみられた。ファミリーマート前では17:0026 

∼17:10 あたりが最もうるさく、最大 76dB を観測し27 

た。これは日没前後にカラスが一斉に帰るためであ28 

る。ねぐらに帰ってからはすぐ静かになり、夕方のカ29 

ラスがうるさい時間は約 1 時間であることも分かっ30 

た。 31 

7.調査②（ヒアリング） 32 

7-1 調査方法 33 

10/30に、つくばでカラスの研究を行っている国立34 

研究開発法人農業・食品産業 技術総合研究機構 畜35 

産研究部門 動物行動管理研究領域 動物行動管理グ36 

ループ 上級研究員の吉田保志子先生にお話をお伺37 

いした。主な質問内容は(1)なぜこのエリア（春日四38 

丁目の一角）にカラスが集結するのか(2)カラスの騒39 

音の抑制のために、どのような対策が有効と考えら40 
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れるか、の2点である。 1 

7-2 調査結果 2 

（1）現在の研究学園駅周辺に存在した旧自動車研3 

究所に住んでいたカラスが開発によりこちらへ移動4 

してきた可能性を挙げていた。 5 

写真 1 と写真 2 は同じ場所で違う年代に撮影され6 

た航空写真であり、中心にある黒い印が同じ地点を7 

示している。吉田先生のおっしゃられていた旧自動8 

車研究所というのが写真 1 の左の方にある楕円状の9 

道に囲まれたエリアで、写真を見比べると確かに緑10 

が急激に減少してしまったことが読み取れる。 11 

 また吉田先生は、近年カラスの都市化が起こって12 

いることを一因として挙げていた。都市部には生ゴ13 

ミといった餌が豊富であり、鷹などの天敵も少ない。14 

加えて人間がいることにより夜でも明るいため、も15 

し天敵がねぐらや巣に近づいてきても気づきやすく16 

なる。そうしたことからつくばには筑波山という自17 

然豊かな場所があるにも関わらず、人間の暮らして18 

いる春日四丁目にある森をねぐらにしているのでは19 

ないか、と吉田先生はおっしゃっていた。 20 

 (2)吉田先生によると、カラスがねぐらでゆっくり21 

寝られない環境を作ればねぐらを移動させることは22 

可能であるかもしれないそうだ。だが、ねぐらの移動23 

先で現在よりもひどい被害を生む可能性があるため24 

注意する必要があると懸念の声を挙げていた。 25 

8.考察 26 

以上の調査結果より、カラスの羽数と騒音にははっ27 

きりと相関があり、その騒音は明らかに学生にとっ28 

て生活に支障のあるものだと分かった。また、ヒアリ29 

ングの結果からカラスのねぐらに対する直接的なア30 

プローチはまだ世の中にはあまりないことがわかっ31 

た。 32 

9.今後の予定 33 

 今までの調査から班員で、カラスのねぐらの移動34 

に対するアプローチを列挙した。今後の最終発表に35 

向けてこれらの案のなかから実行可能なものを模索36 

していく。 37 
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